
総務文教常任委員会
議会報告会

令和8年7月3日 委員長　　　杉浦　実
副委員長　　奈田　安弘
委員　　　　吉野　省三
　　　　　　澤村　理
　　　　　　加治　宏規
　　　　　　金　　賢志
　　　　　　岩口　久梨果



委員長挨拶

本日は射水市議会総務文教常任委員会の議会報告会に
ご参加いただきありがとうございます。



視察概要　説明

• やまがたクリエイティブシティセンターQ1
• 山形県　新庄市役所　新庄ふるさと歴史センター
• 長野県　長野市役所

視察先

期日 • 令和8年5月12日（火）〜14日（木）



やまがたクリエイティブシティセンターQ1
（行政と民間企業による取組）

本施設は、山形市が2017年にユネスコ創造都

市ネットワークに映画分野で加盟したことを

きっかけに、山形市立第一小学校旧校舎（昭

和2年築、国の登録有形文化財）を「創造都市

やまがた」推進の拠点として再整備したもの

です。この施設のために組成された「株式会

社Q1」との公民連携により、新たな経済活用

や人材創出を図る様々なプロジェクトを展開

しています。



やまがたクリエイティブシティセンターQ1

「Q1」とは「問い（Question）のはじま
り」を意味します。地域資源を活かし、新
たな問いを投げかけ続ける共創の場です。
映画・アート・クラフトなど、ユネスコ創
造都市ネットワーク加盟都市である山形市
の多彩な創造性を産業や暮らしへと結びつ
けます。



やまがたクリエイティブシティセンターQ1



新庄市役所

新庄市では、平成5年に新庄まつりの復興

策として策定した「新庄まつり百年の大

計」の第1期計画が始まり、令和5年に

は、これまでの成果と課題を整理した第4

期計画を策定しています。長年の実績を

有し、全国的にも非常に先進的な取り組

みを行なっています。



新庄市役所

新庄市では「文化財としての保存継承
（若手の育成）」と「観光資源として
の経済循環（財政支援・インフラ整
備）の両輪を回すため、行政が主導し
て各町内の若連、山車連盟、保存会を
つなぐ役割を果たしています。



新庄ふるさと歴史センター

新庄市の「歴史」「民俗」「祭り」を深く
知ることができる文化・観光の拠点施設で
す。
270年以上の歴史を誇る「新庄まつり」の
華麗な山車が2台常設で展示さているおま
つりホールを有しています。新庄の魅力を
凝縮した見応えのある展示が揃っており地
域の学校のふるさと教育にも使われていま
す。



新庄ふるさと歴史センター



長野市役所
（部活動の地域展開・地域クラブ活動推進事業について）

長野市は、「教育活動のスポーツ・文化芸術
活動を楽しむ活動」への転換や、子どもたち
のスポーツ・文化芸術活動の環境整備と充実
を目指し、推進計画に沿って「平日も含めた
部活動の発展的転換」を目指しています。
将来にわたって生徒が継続的にスポーツ・文
化活動に親しむ機会を確保・充実するための
取組みについて視察をしました。



新庄まつりDVD放映



新庄市への質問1

「新庄まつり百年の大計」は、既に30年を超える
取組の実績がある。社会情勢や市民意識の変化に
応じて、まつりの活性化や保存継承の課題、支援
のあり方等がその都度検討され、計画に反映され
てきたものと拝察するが、新庄市としてどのよう
な経緯から特定の伝統行事の計画策定に取り組ま
れたのか。



新庄市への質問2

「新庄まつり山車行事」では下記（1）〜（4）についてユネスコ無形文化遺産登
録前後でどの様な変化があったか。

（1）文化財保護団体や市民の伝統行事に対する意識
（2）観光需要の変化（観光客入込数の推移、海外、国内観光客の推移）
（3）新庄まつりの活性化や保存継承に対する行政としての関与・支援の度合い
（4）山車の修理やまつりの運営経費補助等の拡充



新庄への質問3

第4期計画の基本目標に「市民総参加による新庄ま
つりの推進」が掲げられている。
新庄まつりは、市街地を中心とした地域の祭礼行事
と考えられるが、地域を超えた市民全体のまつりと
しての意識を醸成するため、どのような取組が行わ
れたのか。



新庄市への質問4

第4期計画に、「他の祭りやイベント等との差別化」が掲げられてい
る。
観光戦略として、国文化財指定やユネスコ登録によるブランディング
は効果的だが文化財保存継承の視点では、それぞれに特色のある地
域の伝統行事は等価値である。
また、ユネスコにおいても無形文化遺産は等しく重要なものであり、
価値の優劣はないとされている。
行政として、伝統行事の観光活用と文化財の保存継承についてどの様
に整理をされているのか。



本日はご参加いただきありがとうございました。
議会をより身近に感じていただける様、

今後もこうした場を大切にしてまいりますので、
引き続き変わらぬご関心とご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

閉会挨拶

総務文教常任委員会
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